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献
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－
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－
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－
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－
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－
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潟
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］
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叉
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－
て
ア
モ
ア
レ
、
此
等
毒
素
A

一
方
－
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－
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又
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－
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－
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－
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績
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ソ
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反
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－
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仮
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右
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潜
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－
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一
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右
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－
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∞
♂
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－
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損
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ス
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骨
ノ
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－
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刀
ヲ
下
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ヨ
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下
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左
直
腹
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－
一
至
Y

斜
切
開
ヲ
加
ァ
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又
タ
第
十
二
肋
骨
A

手
術
野
ヲ
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大
ス

Y
目
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ヲ
以
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切
除
ス
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ヒ
ス
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刈
阿
川
川
氏
等
之
－
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和
ス
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－
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ア
左
直
腹
筋
ノ
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線
ヨ
リ
椋
朕
突
起
ノ
方
向
ニ
凡

y
五
乃
至
六
糎
ノ
横
切
開
ヲ
加
へ
此
ノ
時
腹
腔
ヲ
開
ク
。
然

ν
共
第
十
二
肋
骨
ァ
切
除
ス

Y
ノ
要
無
シ
ト
稀
セ
リ
。
ズ

Y
タ
ン
ヌ
三
片
山
戸
口
氏
毛
肋
骨
ヲ
切
除
セ
ズ
ト
云
プ
。

丙

、

余

ノ

術

式

余
ハ
諸
家
ノ
術
式
ト
異
リ
ノ
第
十
二
肋
骨
ノ
瀞
離
尖
端
ヨ
リ
後
下
方
－
一
第
三
｜
四
腰
椎
ノ
方
向
日
一
走
Y

長
サ
約
七
糎
ノ
斜
切
開
ヲ
加
へ
腹
膜

A

損
傷
セ
ズ
第
十
二
肋
骨
A

骨
膜
ヲ
遺
ジ
ア
切
除
γ
以
－
ア
術
野
ヲ
虞
大
ナ
ラ
ジ
メ
タ

y
p
究
」
ア
先
グ
腎
臓
脂
肪
嚢
ヲ
開
キ
腎
A

創
外
－
一
向
ツ

ア
朱
引
ス
U
Y

コ
ト
無
ク
下
内
方
－
一
一
朕
排
ジ
ッ
、
副
叫
円
ノ
所
在
ヲ
求
ム
。
然
Y
時
ハ
副
腎
A

臓
器
－
一
特
有
ナ
Y
粗
雑
ナ
Y
表
面
ト
「
へ

Y
F
一
ア
」

咲
様
色
調
ト
其
ノ
質
ノ
硬
キ
コ
ト
ニ
ヨ
リ
容
易
ニ
鯛
知
シ
得
一
ブ

Y

、
ヲ
以
ア
之
ヲ
周
園
組
織
ヨ
汀
ノ
可
峰
三
剥
離
一
γ
タ
w
y

後
切
除
ジ
創
縁
A

階

段
縫
合
－
一
－
ア
閉
鎖
ジ
第
一
期
癒
合
ヲ
期

γ
タ
リ
。

丁
、
副
腎
別
出
術
式
批
判

手
術
創
ヲ
川
来
得
Y
限
リ
小
ナ
ラ
ジ

メ
、
手
術
時
間
ア
可
及
的
短
縮
ジ
ア
所
期
ノ
目
的
ヲ
達
セ
シ
コ
ト
A

吾
人
外
科
醤
ノ
手
術
－
一
劃
ス

Y
理

想
ナ
リ
ノ
。
相
等
シ
キ
長
ナ
ノ
切
開
ヲ
加
フ
U
F

毛
其
ノ
方
向
如
何
一
一
ヨ

y
－
ア
手
術
野
ノ
庚
狭
決
ジ
ア
一
ツ
ナ
ラ
ズ
。
副
腎
刻
出
ユ
於
ケ
Y
刻
刈

ペ
w
y

氏
ノ
横
切
法
ノ
如
キ
A

到
底
本
手
術
－
一
越
ス
U
Y

切
開
法
ト
考
フ
可
ク
モ
非
ザ
Y

ナ
リ
。
叉
タ
副
腎
λ

極
メ
ア
深
部
－
一
存
在
ス

Y

一
小
臓

器
ナ
ル
ヲ
以
ア
之
ヲ
切
除
ス
Y

毛
何
等
後
障
害
ヲ
胎
サ
ザ
Y
第
十
二
肋
骨
A

須
ラ
ク
先
グ
切
除
シ

ア

術
野
ヲ
庚
大
ナ
ラ
シ
ム
ペ
キ
毛
ノ
ト
思

惟
セ
ラ
U
F
O

プリノ
a
ン
－
一
シ
グ
、

A

イ
マ

U

川
氏
等
ノ
開
腹
術
ヲ
施

シ
ア
洞
腹
的
－
一
副
腎
ヲ
刻
出
ス

Y
方
法
A

余
ノ
採
－
フ
ザ
Y
所
ナ
リ
。

一
－
一
、
偏
側
副
腎
ヲ
刷
出
ス
ル
コ
ト
＝
俵
リ
テ
能
ク
窪
寧
張
作
ヲ
防
止
シ
得
ル
力

今
日
迄
瀕
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－
一
割
シ
ア
試
ミ
こ
フ
レ
タ
Y
手
術
ノ
方
法
A

頗
Y
多
キ
モ
之
ヲ
大
別
シ
ア

一
直
接
頭
蓋
叉
A

脂
質
質
－
一
向
ツ
ア
万
ア
加
ア

Y

屯
ノ

二
脳
以
外
ノ
臓
器
メ
A

組
織
ノ
手
術

第
武
谷

F「

原

著......, 

勝

呂

一
五

（
第
高
札
競



第
式
典
世

F園、
原

著
w 

勝

呂

一
六

（
第
去
就

一
六
）

ノ
二
種
ト
潟
ジ
得
可
ジ
。

劃
ノ
ベ
川

F
5
2
氏
ノ
脳
肱
低
下
手
術
又
A

ア
ン
ト
ン
及
ピ
プ
ラ
マ
ン

krE
。同T
F
E
E
E
雨
氏
ノ
脳
跡
肱
鰭
穿
刺
術
等
二
則
者
－
一
麗
ジ
、

判
別
引
出

33
氏
ノ
頚
動
脈
結
梨
、

f
u
i
V

キ
ザ
ン
J
引
川
ト

Fri－
－
】
氏
ノ
頭
部
交
戚
紳
鰹
節
射
出
術
並
－
一
背
椎
動
脈
結
猿
法
ノ
如
ご
後
者

一
一
算
へ

Y
J～
キ
モ
ノ
ナ

y
（
反
射
一
願
痢

F
F
2
1
5
3
ノ
場
合
A

コ
、
二
迎
ペ
ズ
）
。

然
レ
共
顕
嫡
症
ノ
本
態
ガ
不
明
ナ
Y
限
y
今
日
迄
行
A
レ
タ
Y
如
何
ナ
Y
手
術
方
法
－
一
モ
多
ク
ヲ
期
待
ス
ペ
カ
ラ
ザ
Y
A

止
ム
ヲ
特
ず

y

所
ニ
シ
ア
又
韻
嫡
後
作
ト
何
等
ノ
因
果
的
関
係
モ
無
キ
ガ
加
グ
思
惟
セ
ラ
M

戸
、
虫
様
突
起
ノ
切
除
（
列
川
列
到
刈

3
・E
P
E
）
、
或
A

指
端
－
一

符
入
セ

Y
硝
子
片
ノ
除
去
（
門
外
列
判
判
刈
川

l
E
F－p
p
o
｝
』
）
等
－
一
ヨ
リ
ア
接
作
ガ
全
ク
跡
ヲ
絶
チ
タ
Y
ガ
如
キ
賓
例
モ
丈
献
－
一
散
見
ス

Y
ア
以

－
ア
、
仮
令
上
記
ノ
手
術
方
法
又
λ

副
腎
刻
出
術
－
一
依

f
ア
一
定
期
間
遮
箪
接
作
ヲ
見
ザ
Y

ユ
至

y
タ
リ
ト
ア
之
ヲ
以
ア
直
チ
ニ
営
該
手
術
ノ
ミ

ノ
賛
ス
特
異
ナ
Y
効
果
ト
蓮
断
ス
w
y

コ
ト
A

許
容
セ
ラ
レ
ズ
。
従
－
ア
顕
痢
手
術
ノ
効
果
ヲ
判
断
セ
シ
ト
欲
セ
バ
多
数
ノ
症
例
ヲ
蒐
集
ジ
、
之
－
一

種
々
ナ
U
Y

手
術
ヲ
施
ジ
、
更
－
一
長
年
月
ニ
豆
リ
ノ
宜
（
ア
経
過
ヲ
観
察
ス
U
Y

ニ
非
ザ
レ
バ
判
定
ノ
正
鵠
ヲ
誤
w
y

ペ
ジ
。

倍
五
一
一
余
ノ
得
タ
M
Y

成
績
ヲ
記
遮
ス

Y

ニ
先
ダ
チ
J
L

リ
ユ

vr
〕
ン
グ
氏
以
来
彼
ノ
地
－
一
於
－
ア
行
A

レ
タ

Y

症
例
並
－
一
諸
家
ノ
意
見
ヲ
塞
考

ト
ジ
ア
掲
グ
ン
－
一

ト
副
腎
刻
出
術
ァ
以
－
ア
全
然
効
果
無
ジ
ト
ス

Y

モ
ノ
A

フ
ォ
ン
、

ア
イ
ゼ

Y

ス
ペ
w
y
グ

（

4
・
出
｛
担
。
｝
乙
｝

2
L）

十
一
例

ズ
w
y

タ
ン

五

{Jtj 

ス
ペ
ヒ
ト

（
涜

Y2－ユ）

エ

y
Jア
Y

V
ン

動
物
質
験

ク
1
・
ュ
ヒ



氏
等
ニ
ジ
ア

「
「
顕
嫡
症
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
一
般
一
一
療
肇
ヲ
主
兆
候
ト
ス

Y
疾
病
－
一
封
ジ
ア
試
ム

Y
ノ
債
値
ア
リ
ト
ナ
ス
者
及
ピ
コ
レ
グ
手
術
成
績
ノ
批
判

A

宵
ホ
幾
多
ノ
症
例
ノ
報
告
ト
長
期
間
其
ノ
経
過
ヲ
観
察
ス

Y

コ
ト
ニ
ヨ
9
－
ア
決
セ
－
Y

Y
可
キ
毛
ノ
ナ
廿
ノ
ト
ス
U
F

者
A

A

イ
マ
ン

ザ
イ
ブ

7
3
Y
ト

（
∞
包
容
三
）

ス
タ
イ
ン
タ
ー

y

七

ザlj

シ
ュ
ミ

1
デ
シ
及
ピ
バ
イ
バ

1
（
却
の
－

EH目
安
－

2
5
H
v
d
ニミ）

七

仔lj

A
1
バ
ラ

l

（
〈
・
国
P
ゲ

2
2

ポ

l
y
ト

fヘ
ーu
rl-、、J

ザlj
例

ク
ヴ
チ
ヤ
・
リ
ス
ペ

Y
グ

バ

Y
J
ア
ン
ホ
イ
エ
U
F

（
｝
Y
V
H
a
h
－
⑦
ロ
ゲ
⑦
戸
。
H
・
）

ザlj

フ
ォ
ン

プ
Y
ン

，，－ヘ
〈． 
』ー『
v、d
~ 

－ 

~ 

戸

－ 
~ -戸、、J

{Jlj 

氏
等
ナ
リ
。

醗
－
プ
余
ノ
貫
験
結
果
ア
批
判
セ
ン
ト
ス

Y
余
A

、
般
－
一
副
腎
刻
出
前
種
々
ナ
Y
治
療
法
ノ
詩
ゼ
ラ
レ
タ

Y

－
一
モ
拘
ラ
ズ
痩
撃
後
作
ガ
消
退
或

A

軽
快
セ
ザ

yuV
屯
ノ
ュ
本
手
術
後
一
定
期
間
接
作
消
失
ス
w
y

カ
又
A

軽
減
セ
wy

場
合
－
一
A

之
ヲ
本
手
術
－
一
固
有
ナ
Y
効
果
ト
断
定
ジ
タ

y
o

但
ジ
術
後
ノ
経
過
ヲ
観
察
シ
ッ
、
ァ

Y
間
A

盤
整
援
作
－
一
影
響
ヲ
及
ポ
ス
ガ
如
キ
薬
剤
ノ
内
服
或
A

注
射
ヲ
禁
ジ
タ

Y

コ
ト
A

勿
論
ナ
リ
ノ
。

以
上
ノ
見
地
－
一
立
チ
ア
余
ノ
施
術
シ
タ

Y
患
者
ノ
経
過
ヲ
観
y
－一

手
術
患
者
総
数
十
一
例
中
、

第
戒
品
位

F『

原

著
w 

勝

呂

ーじ

（
第
菅
波

一
七
）



第
或
品
位

F『

原

善、4

勝

呂

1¥ 

（
第
点
札
貌

一
八
）

手
術
ノ
脅
日
盤
整
接
作
ノ
ア
リ

シ
モ
ノ
一
例
、

術
後
一
週
間
目
ト
十
日
目
ト
ニ
費
作
ノ
現
λ

レ
ジ
モ
ノ
各
一
例
、

爾
他
ノ
九
例
－
一
於
ア
A

数
週
間
接
作
消
失
ジ
タ
リ
。

而
ジ
－
ア
前
記
術
後
間
毛
無
ク
・
樫
輩
ノ
費
現
シ
タ
Y

モ
ノ
ニ
在

y
－
プ
モ
其
ノ
強
度
内
術
前
ヨ
リ
モ
準
ニ
弱
ク
且
ツ
葉
ノ
頒
度
モ
著
明
一
一
減
少

グ
夕
刊
ノ
キ
。

然

ν
共
副
腎
刻
出
後
数
日
ユ
シ
ア
費
作
ア
リ
ノ
タ
Y
患
者
－
一
於
－
ア
二
一
一
一
一
ヶ
月
ヲ
経
過
シ
－
ア
ヨ
リ
再
ピ
術
前
ト
大
差
無
キ
程
度
－
一
援
作
ジ
タ

リ

猶
ホ
余
ノ
奇
異
－
一
戚
ジ
タ
リ
ノ
V

A
術
前
鎮
静
剤
ノ
内
服
モ
注
射
モ
何
等
奏
功
セ
ザ
リ
ど
さ
ア
患
者
－
一
ジ
ア
術
後
能
ク
薬
剤
ノ
奏
功
ス

Y

二
至
レ

Y

モ
f

ア
リ
ノ
ジ
コ
ト
ナ

y
。
列
11

h
ュim
－－
v
J

がぺ氏
モ
斯
ノ
如
キ
症
例
ア
質
験
シ

タ
リ
ト
稗
ス
レ
ド
モ
、
ジ
ュ
ミ

1
Jア
ン
及
ピ
バ
イ
バ

1

氏
J

小川
川
ぺ
判
斗
引
け
川
氏
等
A

術
後
特
－
一
薬
効
ノ
．頴
著
ト
ナ
リ

ジ
モ
ノ
ニ
遭
遇
セ
ズ
ト
云
プ
。

以
上
記
載
シ
タ

Y
余
ノ
成
績
ヲ
総
括
ス
レ
バ
究
ノ
諸
貼
一
一
騎
看
ス
可
ジ

1
1
’

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ト
、
偏
側
副
腎
ヲ
刻
出
ス

Y

三
瀕
嫡
症
ノ
産
盤
愛
作
ヲ
全
ク
防
止
ジ
得
Y

ニ
A

至
－
ブ
ザ

y
キ
。
然
V

共

1
1

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ー
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、

に
、
多
ク
ノ
場
合
－
一
一
於
－
ア
術
後
一
定
期
間
A

痩
一
堂
ノ
費
現
ヲ
見
ず
Y
カ、

、I
’

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一己
、
仮
令
費
作
ア

Y

モ
其
ノ
程
度
弱
ク
且
ッ
頼
度
モ
減
少
ジ

タ

y
。

サ
レ
ド
余
ノ
症
例
中
最
モ
長
期
間
其
ノ
経
過
ヲ
観
察
シ
タ
Y

モ
ノ
－
二
位
？
プ
モ
術
後
ノ
経
過
未
ダ
一
年
有
竿
ヲ
出
デ
ズ
。
其
ノ
目
前
ホ
浅

キ
モ
ノ

A
僅
々
二
三
ヶ
月
ヲ
経
過
セ

Y

－
ご
過
ギ
ザ
Y
ガ
故
一
一
今
日
速一一

本
手
術
ノ
効
果
ヲ
断
定
ジ
去
Y

A
早
計
ナ
Y
可
キ
コ
ト
勿
論
ナ
リ
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、

然
－
フ
バ
術
後
一
定
期
間
内
A

張
作
－
一
好
影
響
ァ
及
ポ
ス
ニ
拘
－
ブ
ズ
時
日
ヲ
経
過
ス

Y

－
一
随
ヒ
ア
病
症
ガ
昔
日
ノ
如
ク
増
悪
ス

Y
理
由
A

那

、
、
、
、
、

建
ニ
在
η
ノ
ヤ

コ
ノ
原
因
ヲ
コ

Y
ヅ
ア

C
0
5
5
氏
ノ
如
ク
軍
－
一
副
腎
刻
出
術
時
ノ
出
血
－
一
鯖
囚
ス

Y

モ
ノ
ト
断
ジ
去
レ
バ
兎
毛
角
、
若
ジ
一
側
副
腎
ヲ
刻



出
uvd

タ
Y
ガ
魚
エ
副
腎
ノ
司
ド
Y
内
分
泌
ノ
範
園
－
二
定
ノ
務
化
ヲ
輿
ヘ
タ
Y

コ
ト
ガ
叙
上
ノ
結
果
ヲ
驚
し
V

タ
Y

屯
ノ
ト
推
定
セ
バ
術
後
ノ

症
候
逆
轄
ハ
健
側
副
腎
ノ
代
償
性
肥
大
、
或
A
刻
出
時
遺
骨
煙
セ
－
ブ
レ
タ
Y
副
腎
組
織
ノ
再
生
－
一
依
Y

モ
ノ
ト
理
解
セ
ラ
Y
可
シ
。

ま
］
］
百
山
氏
A

幼
若
動
物
ノ
偏
側
副
腎
ヲ
刻
出
ジ
又
ハ
副
腎
動
脈
ヲ
結
繋
ス
ル
時
A

四
乃
至
七
ヶ
月
－
一
シ
ア
健
側
副
腎

ノ
肥
大

γ
来
Y

コ
ト
ヲ
立
謹

γ
、
ジ
ン
モ
ン
ズ
さ
－

E
E
K
氏
モ
同
様
ノ
事
賓
ヲ
椛
認
し
V

タ
リ
。
バ
イ
バ

1
氏
亦
タ
之
ヲ
承
認
セ
η
ノc
而
シ

ア
此
ノ
副
腎
ノ
代
償
性
肥
大
－
一
盛
輿
ス

Y
細
胞
A

ジ
ム
モ
シ
ズ
、

7
w
y

シ
ャ
ン
に
一

E
r
g－
宏
、
ス
－
プ
ィ
w
y
y

シ
グ
氏
等
－
一
従
ヘ
バ
副
腎
皮
質
殊
一
一

其
ノ
中
層
ノ
細
胞
－
一
ジ
ア
、
ズ
ス
川
ト
ナ
ん
己
主
主
戸
一
一
－
氏
λ

皮
質
細
胞
モ
髄
質
細
胞
毛
並
ハ
－
一
肥
大
ス
ト
稀
し
v
、
引
川
｜
ト
グ

v
v
y
及
ピ
列
判
列

川
刈
州
司
三
4
3
2
z
〉
H
J
g
dき
ロ
氏
等
λ

髄
質
細
胞
頼
粒
ノ
増
加
一
一
起
悶
ス

Y

モ
ノ
ト
主
張
セ
リ
。

其
ノ
何
レ
ガ
主
ナ
リ
ヤ

A
蕊一一

A
暫
ク
措
ヤ
ア
問
λ

ズ
モ
ア
レ
兎
－
一
角
一
二
側
副
腎
ヲ
刻
出
ス

Y
時
A

他
側
ノ
副
腎
ノ
重
量
ノ
増
大
ヌ

Y

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ヨ
ト
ハ
諸
氏
ノ
相
一
致
ジ
－
プ
承
認
ス
u
y

所
－
一
ジ
ア
、
且
ツ
コ
ノ
代
償
性
肥
大
A
老
年
－
一
於
ア
λ

起
一
フ
ズ
、
常
－
一
幼
若
動
物
ニ
ノ
ミ
現
A

Y

、
現

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

象
タ
w
y

コ
ト
ニ
モ
諸
家
ノ
意
見
一
致
シ
居
レ
w
y

ガ
如

v
。

プ

y
ュ
ン
一
ン
グ
氏
ノ
手
術
例
ヲ
精
検
ス

Y
時
幼
年
者
ヨ
リ
モ
己
ニ
脅
育
期
ヲ
経
過
ジ
タ

Y
患
者
－
一
効
果
ノ
頴
著
ナ

y
v
ガ
如
ク
思
A

Y

、

モ
亦
タ
此
ノ
間
ノ
消
息
ヲ
語
Y

モ
ノ
ナ
Y
可
シ
。

、
、
、
、
、
、
、

遺
残
組
織
ノ
再
生
ュ
就
キ
ア
A

金
刻
山
術
ノ
場
合
之
ア
考
慮
ス

Y
ノ
要
ナ
ジ
。

他
方
副
腎
ヲ
内
分
泌
臓
器
ノ
一
ト
シ
内
分
泌
準
的
方
面
ヨ
リ
ノ
此
ノ
閥
係
ヲ
考
察
ス
山
戸
時
此
等
臓
器
ノ
一
群
λ

互
一
一
聯
合
的
－
一
作
用
ジ
、
而
シ

ア
此
一
群
A
亦
タ
他
ノ
一
群
ト

A
桔
抗
的
－
一
作
用
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
Jガ
故
一
一
、
一
側
ノ
副
腎
ガ
刻
出
セ
ラ
Y

レ
バ
一
定
期
間
内
流
血
中
ニ
於
ケ
Y

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
－
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

副
腎
「
ホ
M
Y

モ
1
シ
」
量
ノ
減
少
ヲ
来
ス
ヨ
ト
モ
有
リ
得
可
ク
、
延
イ
ア
A

一
副
腎
ト
措
抗
作
用
ヲ
有
ス
w
y

醇
臓
機
能
ノ
異
常
充
進
ヲ
惹
起
ジ
来
y川

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ペ
キ
コ
ト
、
又
タ
滅
弱
ジ
タ
Y
副
腎
ノ
機
能
ヲ
代
償
セ
シ
ガ
鴬
一
一
之
ト
聯
合
作
用
ア
M
Y

甲
状
腺
一
一
モ
一
定
ノ
反
感
ヲ
見
Y
ペ
キ
コ
ト
等
モ
考
へ

、、
由ブ

U
F

。
ス
テ
イ
ル
’
U
ノ
ン
グ

ド

ν
ト
バ
払
｜
川
口

50］
氏
A
副
腎
一
一
VA
線
ヲ
放
射
hv
－
ア
血
糖
量
ノ
減
少
ス
U
Y

コ
ト
ヲ
立
謹
γ
、
プ
Y

ム

E
・
g
－
氏
A

一
九

O
一
年
犬
－
一

一「

ズ

日
別
式
谷

F、
原

著、....t

勝

呂

九

へ
第
点
甲
披

一
九
）



江
小
ヘ
》

4

g

’J

『

i
l
h
p
H
q

ぺ

F司、

原

箸
L」

『手

呂

二
O

（
耐
用
安
液

二
O
）

プ
ク
レ
ニ
シ
」
ヲ
注
射
ジ
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